
 
◆ がん検診受診率向上対策【一部新規】 ５４，０１９千円 

 ・様々な社会資源を活用した効果的な手法による情報発信など，「がん検

診」への関心を呼び起こす全県的なイベント・キャンペーンを展開。 
   ・市町が行う受診勧奨・再勧奨への支援や，地域のボランティアの活用など，

きめ細かな個別受診勧奨を実施。 

   ・「Team
チ ー ム

がん対策ひろしま」登録企業制度を創設し，民間企業における予

防・検診・就労支援・がんに係る社会活動に至るまでの総合的ながん対策

の取組を促進。 

   ・企業におけるがん検診受診やがん予防（禁煙等）の推進に向けて，従業

員・健康管理担当者向けの出前講座を実施。 
 

◆ がん検診受診実態調査事業【一部新規】 ３，９７１千円 
・県内医療機関を対象とするがん検診受診者数の調査・集計・分析を実施。 
 

◆ がん検診精度管理推進事業 ５，０３６千円 
・市町が実施するがん検診の精度向上のため，専門家による評価を実施。 

・検診従事者を対象に精度管理に係る研修を実施。 
  

◆ がん対策サポートドクター・がん検診サポート薬剤師実施事業 

                       ３，９６１千円 
・身近なかかりつけ医や薬剤師を養成し，検診の受診勧奨やがん医療ネット

ワークへの適切な紹介等を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県がん対策推進計画の目標達成に向けた平成２６年度の取組 

具
体
的
な
取
組
へ 

  

◆ 地域がん登録システム推進事業 ２６，３９２千円４,６６２千円          
・県内の医療機関からがん患者の罹患や治療状況などの情報を収集・登録・

解析し，本県のがんの実態を把握。 

, 

    

  
◆「がん対策推進計画」進行管理事業 １，６９２千円 

・第２次「広島県がん対策推進計画」に基づく取組等について，「広島県が

ん対策推進協議会」及び各部会で評価・進行管理。 
  

 

   
◆ 緩和ケア推進事業 １９，０４１千円 

・緩和ケア支援センターを運営し，情報提供，総合相談，専門研修，地域連

携事業を実施。 
 

◆ 在宅緩和ケア推進事業 ２３，０９８千円 
・在宅緩和ケアコーディネーターによる医療･介護･福祉をつなぐ活動の実践 
 

◆ 施設緩和ケア推進事業 ５，３１２千円 
・県内医療機関の緩和ケア病棟，チーム等の活動実績の把握･評価。 

・緩和ケア・がん性疼痛看護認定看護師の養成。 

 
◆ がん患者・家族支援事業 ３，２００千円 
・患者団体等による電話相談窓口 「がん患者フレンドコール」を開設。 

・「広島がんネット」を活用したがんに関する様々な情報提供。 
 

◆ ピア･サポート相談員（仮称）養成事業  ２，２４１千円 
・がん患者等の相談支援を行うがん経験者等をピア・サポーターとして養成。 

 
◆ 相談支援センター機能強化支援事業  １，２７４千円 
・利用者アンケート実施により，患者・家族の声を反映した取組を推進。 

 
◆ 子ども向けがん出前講座事業  ２，９９８千円 
・学校・教職員等に対する勉強会・研修会を実施するとともに，教科外教育活

動等において出前講座を実施。 
 
◆ がん患者等就労支援事業  ３，２５０千円 
・民間企業等を対象とした就労支援に関するセミナーを開催。 

 

 
◆ 高精度放射線治療センター(仮称)等整備事業 ７６９，９３２千円 

・高精度放射線治療センター(仮称) の工事及び運営体制の構築。 
 

◆ 放射線治療連携学寄附講座運営事業 ３０，０００千円 
・広島大学に開設した寄附講座により，放射線治療を担うスタッフを育成。 
 

◆ 画像等医療情報ネットワーク構築事業 ５７，５００千円 
・がん治療の機能連携の充実を図るため，高精度放射線治療センター（仮

称）を中心とした医療情報ネットワークを構築。 
 

◆ がん医療ネットワーク機能強化事業 ４，９０４千円 
・各圏域地対協との連携によるネットワークの推進体制を構築。 

・肺がん検診従事者へのフォローアップ研修，個別支援による医療領域での

早期発見及び適正受診の普及。 
 

◆ がん診療連携拠点病院機能強化事業 １１２，０００千円        
・がん診療連携拠点病院の運営費を補助し，地域の連携による効果的な診

療機能や患者・家族への相談機能等を強化。  
 
 

 

 

 
◆ たばこ対策推進事業【一部新規】 ２，４５０千円 

・働き世代の禁煙対策を推進するため，協会けんぽが行う企業への禁煙指

導により，禁煙外来の受診を希望した人に対し，受診費用の一部を助成。 

・企業における禁煙・受動喫煙防止の推進のため出前講座を実施。 

◆ ウイルス性肝炎対策【一部新規】 １３，４２２千円 
・慢性肝炎患者等に対する定期検査費用等の助成及び肝疾患患者フォロ

ーアップシステムを活用した継続的な受診勧奨により，重症化・肝がんへの

移行を予防。 

・肝炎患者等の適切な治療がコ―ディネートできる者を養成。 

・職域における衛生教育を通じた肝炎に関する普及啓発を図るため，産業

医への研修を実施。 

◆ 肝炎ウイルス検査・治療費助成事業 ６００，２５８千円 
・肝炎ウイルス持続感染者の早期発見・早期治療のため，肝炎ウイルス検査

や抗ウイルス治療を公費助成。 

 

 

第２次計画（Ｈ２５～２９年度） 
➣６つの柱で日本一のがん対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

《全体目標》 
◇ がんで死亡する県民の減少

（75歳未満年齢調整死亡率 10％減少） 
◇ すべてのがん患者及びその家
族の苦痛の軽減並びに療養生
活の質の維持向上 

◇ がんになっても自分らしく豊
かに生きることのできる地域
社会の実現 

 

【基本理念】 
◆「県内のどこに住んでいても，
どんながんであっても，必要な
手立てや情報を受けることが
でき，安心して暮らせる広島
県」を目指し，総合対策を強化
する。 

◆県民みんなが，がんを自分にも
起こり得ることとして関心を
もち，それぞれの立場で予防や
検診をも含めた「がん対策」に
取り組む社会をつくる。  

資料 ５ 

 

・６つの柱による総合対策の計画的

かつ着実な推進 

・計画１年目の取組を通じて見えて

きた課題への対応に注力 

  
◆がん予防：働き世代の禁煙対策，肝

炎重症化・肝がん予防の
推進 

◆がん検診：意識段階に応じた効果的
な取組（普及啓発，個別
受診勧奨，受診しやすい
環境づくり）の推進 

◆がん医療：高度で専門性の高い医療
提供体制構築 


